
　旭区の北西を流れる淀川は、琵琶湖から瀬田川を経て、京都で★三川（宇治川・桂川・木津川）合流をし、枚方

市・寝屋川市・守口市そして旭区へ滔々と流れ、城北公園を潤します。淀川は、城北公園から約２ｋｍほど下流

の毛馬で、南の大阪都心に向かう大川（旧淀川）と新淀川に分流する。

古代より淀川は、水量も豊かで沿岸は農作物にめぐ

まれるが、洪水の被害が多く暴れ川であった淀川の

歴史は、「治水と改修の歴史」といえる。 

近代の明治１８年左岸の洪水は、生駒山の麓まで押

し寄せ大被害となる。 

その後も度重なる被害に淀川の改修計画が始まり、

大阪の治水王★大橋房太郎（当時の府会議員）の熱心

な運動・陳情により明治２９年度から１０年間の改

良工事の予算が議会を通過した。大阪治水港湾工事

の父沖野忠雄、オランダ人技師Ｊ・デレーケ、 Ｊ・Ａ・

エッセル等、又多くの人の力により、機械力も今ほど

ではなかった河川堤防工事は困難を極めたが、工事

期間は延長されつつ明治４３年に竣工します。
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ではなかった河川堤防工事は困難を極めたが、工事

期間は延長されつつ明治４３年に竣工します。

そして淀川改良工事は、守口中心

部から現城北公園までの湾曲して

いた本流を直線的にし、下流放水

路の中津川流域に付け替え、いま

新淀川と呼ばれている。

明治18年～治水改修へ

現在の淀川の流路
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古代より淀川は、水量も豊かで沿岸は農作物にめぐ

まれるが、洪水の被害が多く暴れ川として、治水と改

修の歴史といえる。近代の明治１８年左岸の洪水は、
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の父沖野忠雄、オランダ人技師Ｊ・デレーケ、 Ｊ・Ａ・

エッセル等、又多くの人の力により河川堤防工事は

機械力も今ほどでなく、困難の中、工事期間は延長さ

れ明治４３年に竣工します。

そして淀川改良工事は、守口中心

部から現城北公園までの湾曲して

いた本流を直線的にし、下流放水

路の中津川流域に付け替え、いま
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そして淀川改良工事は、守口中心

部から現城北公園までの湾曲して

いた本流を直線的にし、下流放水

路の中津川流域に付け替え、いま
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改良工事のときにできた公園下川岸の★ワンドは、

淡水魚の宝庫でしたが、近年は外来の魚や草が多く

なり、淀川の自然を守る環境保護とエコの声が高ま

っている。

明治の大改修により守口市役所から太子橋一帯・中

宮一部・生江一部辺りの昔の淀川河川敷地域は、堤防

の外に取り残され、旭区部分の大小水溜りや水面の

多い空地が城北公園になりました。 

その後、小支流の江野川を利用して、園内に植えられ

たのが菖蒲！今や市内一番の菖蒲園となり、城北公

園には欠かせない公園の大見所です。園内の大池は

淀川本流とともに、釣り人にも人気のスポットとな

っている。

治水改修～公園へ

旭区の大自慢の淀川は、豊かに流れ！ 
旭区流域に、★菅原城北大橋と★豊里大橋の美しい斜張（シャチョウ）橋が２橋！（市内に斜張橋は全６橋） 
Ｗで市内交通に役立ち、遠景・近景ともに朝夕、すばらしい景観です。

現在の淀川の流路現在の淀川の流路現在の淀川の流路
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